


 

福
祉
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た 

太陽の門 重症心身障害児（者）施設（入所施設） 

入所された当初は、自分の気持ちがうまく伝えられないことも

あり、話しやすい環境を整えました。 

グループホームに行くことが決まってからは、そこでの過ごし

方や、やりたい事などの楽しみなことの話をする一方、夜間に職

員が不在なため不安があることなど心配な点についての話もあ

りました。心配な点については、担当者会議で関係者全員で共有

し、グループホームでの外泊体験や夜間に何かあった時に連絡が

取れる緊急スイッチの導入など、本人の不安を少しでも和らげる

るよう対応を心掛けました。 

太陽の門 相談員 

ご本人の強い想いが支援チームを突き動かし、諦めず一歩ずつその歩みを進めることがで

きた経験は、私自身にとって大変貴重な経験でした。前例のない制度運用にご理解いただいた

行政担当者、夜間緊急時の通信システムの構築に何度も挑んだリハビリスタッフ、施設入所スタ

ッフ、床走行リフトの導入に際し多大なご尽力をいただいた福祉用具事業者の担当者、そして

何より地域生活を持続可能にしていくための訪問介護、訪問看護、グループホーム、生活介護、

その他たくさんのサポートしてくださった皆様、心より感謝申し上げます。（黒田彩） 

入所からグループホームへ  

～新たな暮らしへの第一歩～ 太陽の門 兵頭診療部長 

グループホームでは、スタッフが常駐していないと

のことでしたので、便処置のタイミングに合うように

下剤の調整をし、訪問看護を受けるのに必要な指示書

を作成してスムーズに移行できるように努めました。 

 

太陽の門 ＰＴ・ＯＴ 

家屋調査にて生活環境を確認し、本人の体と住環境に

合わせた車いすの検討・作製をしました。 

リフターを導入し、１～２名で移乗介助できるように生

活環境内の動線の検討、介助者への使用方法の伝達を行

いました。 

また、スマホを簡単なスイッチで操作するシステムを導

入し、緊急時に電話を発信出来るような方法を提案しま

した。ご本人が実際に使用できる環境を整え、入所中に

練習を行い、グループホームスタッフへ引継ぎました。 

太陽の門 デイサービス 

デイサービスでは同世代の利用者さんと大好きな

歌手のお話で盛り上がったり、入浴時は湯船に浸かり

気持ち良さそうな表情でリフレッシュする事が出来て

います。 

今後も日中活動の充実や他者との交流の機会を大

事にしながら、和さんらしい暮らしを支えていきます。 

成年後見人（グループホームオーナー） 

太陽の門の皆様、おだわら虹の会の皆様、そしてご支

援いただいた多くの皆様のおかげで、住み慣れた我が家

を改装したグループホームに戻ってくることができ、うれ

しい限りです。厚く御礼申し上げます。 

新型コロナの影響もあり、入所当初は面会もままなら

ない時期もありましたが、現在は姉の歩や同居の皆さん

とともに、にぎやかで穏やかな日常生活を送っておりま

す。幸せな毎日を過ごせていることを、心よりありがたく

感じております。今後も変わらぬご支援を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

ＡＲＳ訪問看護ステーション 

言語聴覚士（ＳＴ）門脇様 

入居当初は不安な様子も見られましたが、現在はニコ

ニコ笑顔です。訪問すると好きな歌手や曲の話しをして

くれます。おしゃべりはお口の体操にもなるので、これか

らも楽しくお話していきましょう。 

理学療法士（ＰＴ）浜野様 

新しい環境でも少しずつ和さん色に染めていきながら

楽しく過ごされています。好きな音楽のこと、外出の時に

買いたい物、食べた物を楽しそうに話してくれます。これ

からも大好きな外出やイベントに参加できるように良い

姿勢を目指して頑張っていきましょう。 

訪問看護師様 

いつも元気に対応してくださり、デイサービスの連絡

帳なども情報共有させていただいております。グループ

ホームでの生活も安定されております。 

グループホーム入所にあたって（ありんこの会） 

開設当時のグループホームで働いてくださっている職員は重度の障害を持つ方の介助をしたこと

がなく、１からのスタートでしたが、相談事業所、ヘルパー事業所の多くの方々が２人のためにとご協

力を受けながら運営してきました。また、太陽の門の担当の方をはじめ職員の方々にも、リフトのレク

チャー等沢山の協力をして頂き、２人の願いを多くの方々に支えて頂いていることに感謝です。当法

人スタッフは『２人の笑顔を絶やさないように』と思い運営しています。２人もそれぞれの思いを持っ

ていると思いますが、その思いが遠心力となり『縁』になるよう、共生社会を作っていくために、他事業

所や関係者の方々もご協力を今後とも宜しくお願い致します。 

特定非営利活動法人 おだわら虹の会 小杉典弘様 

ご本人・ご家族 

寺島和（なごみ）さん 

入所施設からグループホームへ転居して半年が過ぎました。毎日色々なことがあ

りますが、とにかく楽しい生活をしています。特にスタッフさんや入居者さんと今日

あったことなど、たわいもない話をすること、手作りのご飯がおいしいこと、日中は

いくつかのデイサービスへ行けることが嬉しくて、何より姉と一緒に生活できるこ

とが幸せです。 

 

寺島歩さん 

一歩先にグループホームへ入居し、少し遅れて妹が入居しました。まだ新しいこと

には慣れていないこともあるようですが、父と母と一緒に暮らしていた時と同じよ

うに喧嘩したり、分かり合えたり、今では離れていた時間が遠い昔のような気さえ

します。一緒にいることが当たり前だった頃に戻れたことを実感しています。 




